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やな 和生 ４２歳
衆議院議員 

自由民主党栃木県第三選挙区支部長 
事務連絡後援会令和４年１月

令和3年11月9日に、党の農林部会長を拝命致しました。
歴代の農林水産大臣の多くが中堅議員時代に経験しているポストであり、コロナ禍の影響や高齢化等により、生産者をはじめ農村社会を取り
巻く環境が非常に厳しい状況にある中、重大な職責を与えられ身の引き締まる思いです。
現場と国政のパイプ役として生産現場の皆様の声を農政に反映させ、党内議論のとりまとめ・政策策定等に全力で取り組んで参ります。

令和３年１１月２５日 日本農業新聞

令和３年１１月１０日 日本農業新聞

「自民党　農林部会長」 に就任

《
現
在
の
役
職
》

・
農
林
部
会
長

・
農
林
水
産
委
員
会
理
事

・
決
算
行
政
監
視
委
員
会
委
員

・
水
田
農
業
振
興
議
員
連
盟
事
務
局
長

・
果
樹
農
業
振
興
議
員
連
盟
幹
事

・新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
症
対
策
本
部
幹
事

・
国
土
強
靭
化
推
進
本
部
事
務
局
次
長

・
住
宅
土
地
・
都
市
政
策
調
査
会
事
務
局
長
代
理

・
環
境
・
温
暖
化
対
策
調
査
会
幹
事

・
デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
本
部
常
任
幹
事

・
経
済
安
全
保
障
対
策
本
部
幹
事

・安
全
保
障
と
土
地
法
制
に
関
す
る
特
命
委
員
会
副
委
員
長

・
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
対
策
本
部
幹
事

《
主
な
役
職
歴
》

・
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
兼
内
閣
府
大
臣
政
務
官

・
国
土
交
通
委
員
会
理
事

・
経
済
産
業
委
員
会
理
事

・
外
務
委
員
会
委
員

・科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
特
別
委
員
会
理
事

・
総
務
会
総
務

・
国
土
交
通
部
会
部
会
長
代
理

・
経
済
産
業
部
会
副
部
会
長

・
国
防
部
会
副
部
会
長

・
外
交
部
会
副
部
会
長

・
畜
産
・
酪
農
対
策
委
員
会
委
員
長
代
理

・
家
畜
伝
染
病
予
防
対
策
検
証P

T

座
長
代
理

・
米
の
需
要
拡
大
・
創
出
検
討P

T

事
務
局
次
長

・
教
育
再
生
実
行
本
部
事
務
局
次
長

・
領
土
に
関
す
る
特
命
委
員
会
幹
事

・社
会
機
能
移
転
分
散
型
国
づ
く
り
特
命
委
員
会
事
務
局
長
代
理

・
情
報
・
通
信
関
係
団
体
委
員
会
委
員
長

・
国
土
・
建
設
関
係
団
体
委
員
会
副
委
員
長

・
運
輸
・
交
通
関
係
団
体
委
員
会
副
委
員
長

・
厚
生
関
係
団
体
委
員
会
副
委
員
長

高市早苗
政調会長

「農林部会長」とは？
党の政務調査会には各分野に

「部会」が設置され、各部会長が
とりまとめ役となり政策を議論し
ます。
農林部会長は農林分野の政策責

任者であり、政務調査会長の下、
政策を決定していきます。

高市早苗政調会長に報告し、
農政の方向性等について打ち
合わせをする様子

部会長として会議を取り仕切る様子

新幹線で国会に
通い、夕方は地元
で皆様のご意見を
拝聴しています。



令和４年１月５日 日刊アグリ・リサーチ 新春特別号 「政党農業担当議員 ２０２２年農政を展望する」

―

２
０
２
２
年
、
自
民
党
農
政
の
基
本
方
向
は
。

―

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
へ
の
期
待
を
。

簗
　
コ
ロ
ナ
対
策
で
の
経
営
継
続
補
助
金
の
周
知
・
活
用
の
推
進
や
、
昨
年
の
過
去

昀
大
規
模
の
主
食
用
米
か
ら
の
転
作
の
実
現
な
ど
に
お
い
て
、
私
の
地
元
も
含
め
全
国

の
Ｊ
Ａ
の
み
な
さ
ん
に
は
、
生
産
者
に
寄
り
添
い
非
常
に
き
め
細
か
い
対
応
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
地
域
に
根
ざ
し
て
生
産
者
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
日
頃
の
ご

活
動
の
蓄
積
が
重
要
な
局
面
で
発
揮
さ
れ
た
代
表
事
例
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
農
業
を
支
え
て
い
く
う
え
で
Ｊ
Ａ
の
み
な
さ
ん
の
力
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
局
面
を
乗
り
越
え
て
い
く
に
あ
た
り
、
農
政
と
の
連
携
を

一
層
強
化
し
て
、
そ
の
実
力
を
昀
大
限
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
生
産
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
国
民
に
安
全
・
安
心
な
食
料
を
提
供
し
て
い

る
、
食
料
安
全
保
障
を
支
え
て
い
る
と
の
誇
り
を
も
っ
て
、
日
夜
営
農
に
励
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
み
な
さ
ん
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
形
に
し
て
い

く
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
、
党
の
部
会
長
と
し
て
農
政
を
進
め
て
い
く
覚
悟
で
す
。

や
な
・
か
ず
お
　
１
９
７
９
年
４
月
、
東
京
都
小
金
井
市
生
ま
れ
。
桐
朋
高
校
か
ら

慶
應
大
学
商
学
部
に
進
み
、
２
０
０
６
年
東
京
大
学
大
学
院
経
済
研
究
科
修
士
課
程
を

修
了
。
衆
議
院
議
員
秘
書
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
究
員
を
経
て
、
２
０
１
２
年
〝
簗
〞
家

の
ル
ー
ツ
で
あ
る
栃
木
県
で
衆
院
初
当
選
（
栃
木
３
区
）
。
当
選
４
回
。
国
交
大
臣
政

務
官
兼
内
閣
府
大
臣
政
務
官
、
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
理
事
、
党
畜
産
酪
農
対
策
委

員
会
委
員
長
代
理
、
党
水
田
農
業
振
興
議
員
連
盟
事
務
局
長
等
を
歴
任
。
42
歳
。

簗
　
大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
食
料
自
給
率
の
向
上
で
す
。
わ
が
国
に
と
っ

て
従
来
か
ら
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
こ
の
問
題
意
識
は
改
め
て

高
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
と
り
わ
け
輸
入
飼
料
価
格
が
高
騰
し
、
飼
料
の
国
内
生

産
基
盤
の
強
化
に
も
目
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
世
界
情
勢
に
影
響
さ
れ
る
輸
入
飼
料

に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
構
造
を
直
視
し
、
自
給
飼
料
の
生
産
拡
大
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

林
業
・
木
材
産
業
に
お
い
て
も
、
建
築
用
木
材
の
供
給
不
足
と
価
格
高
騰
を
も
た
ら

し
た
い
わ
ゆ
る
「
ウ
ッ
ド
・
シ
ョ
ッ
ク
」
が
起
き
、
国
産
材
の
供
給
体
制
の
強
化
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
乾
燥
施
設
の
整
備
な
ど
に
係
る
予
算
措
置
を
講
じ
ま
す
が
、
こ

の
分
野
に
お
い
て
も
、
自
給
率
向
上
に
向
け
た
中
長
期
的
な
対
応
が
必
要
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
規
模
の
大
小
や
条
件
に
関
わ
ら
ず
、
幅
広
く
生
産
基
盤
を
強
化
す
る

こ
と
で
す
。
引
き
続
き
、
小
規
模
・
家
族
経
営
や
中
山
間
地
域
等
の
条
件
不
利
地
域
も

含
め
た
生
産
基
盤
の
維
持
・
強
化
に
向
け
て
施
策
を
総
動
員
し
て
取
組
ん
で
い
き
ま

す
。コ

ロ
ナ
禍
は
今
後
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
農
業
・
農
村

へ
の
影
響
を
注
視
・
精
査
し
、
必
要
な
対
策
を
き
め
細
か
く
、
か
つ
、
迅
速
に
講
じ
る

べ
く
、
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
通
常
国
会
に
は
、
輸
出
拡
大
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
、
人
・
農
地
な
ど

に
関
連
し
た
法
案
が
提
出
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
取
り
組
み
は

税
制
措
置
も
含
め
、
今
後
、
強
力
に
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

政
党
農
業
担
当
議
員
　
２
０
２
２
年
農
政
を
展
望
す
る

２０２２年１月５日（水）発行 第１４０８４号 日刊アグリ・リサーチ( 7 )

―

昨
年
11
月
、
党
農
林
部
会
長
に
就

任
さ
れ
た
が
。

食
料
自
給
率
向
上
と
幅
広
い
生
産
基
盤
強
化
を

自
民
党
農
林
部
会
長
　
　
　
簗
　
和
生
氏

―

目
下
の
農
政
に
対
す
る
課
題
認
識
は
。

簗
　
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
農
畜
産
物
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
ま
す
。
特
に
米

は
需
給
の
均
衡
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外
食
需
要
が
低
迷

し
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
に
向
け
種
々
の
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
要
減
に
相
当
す
る

15
万
ｔ
の
特
別
枠
を
設
定
し
、
長
期
に
わ
た
り
国
が
保
管
料
等
を
10
／
10
支
援
し
て
、

実
質
、
市
場
隔
離
と
同
等
の
効
果
を
持
つ
対
策
を
打
ち
ま
す
。
こ
れ
を
販
売
環
境
の
改

善
や
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
安
定
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
実
効
性
の
あ
る
形
で
運
用
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
来
年
産
に
向
け
て
も
、
水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

の
予
算
を
大
幅
に
増
額
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
、
主
食
用
米
か
ら
の
作
付
け
転
換
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

乳
製
品
の
在
庫
の
積
み
増
し
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
団
体
と
乳
業
が
協
調
し

て
実
施
す
る
脱
脂
粉
乳
の
在
庫
低
減
の
取
組
み
に
対
し
国
も
一
定
の
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
販
路
拡
大
・
消
費
拡
大
に
係
る
支
援
も
強
化
し
、
生
産
基
盤

を
守
り
、
生
産
者
の
営
農
継
続
意
欲
を
維
持
し
て
い
た
だ
く
べ
く
、
対
策
を
講
じ
ま

す
。豚

熱
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
家
畜
伝
染
病
へ
の
対
策
も
さ
ら
な
る
徹

底
が
重
要
で
す
。
自
民
党
で
は
昨
年
、
家
畜
伝
染
病
予
防
対
策
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
、
改
正
家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
施
行
も
踏
ま
え
、
現
場
の
発
生
状
況

等
を
改
め
て
検
証
し
、
制
度
の
見
直
し
も
含
め
対
策
の
強
化
を
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

生
産
現
場
の
日
頃
の
飼
養
衛
生
管
理
の
徹
底
を
基
本
と
し
つ
つ
、
実
際
に
発
生
し
た
場

合
に
備
え
、
ま
ん
延
防
止
に
係
る
都
道
府
県
等
の
体
制
の
強
化
等
も
進
め
て
い
ま
す
。

燃
油
価
格
の
高
騰
も
施
設
園
芸
等
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
に
よ
り
加
入
者
に
は
一
定
の
補
て
ん
が
な
さ
れ
ま
す
が
、
燃
油

価
格
の
影
響
を
受
け
に
く
い
体
質
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
重
要
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
お
い
て
施
設
園
芸
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
枠
を
設
け
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
の
省
エ
ネ
型
設
備
の
導
入
を
支
援
し
ま

す
。

簗
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
長
期
化
し
、

生
産
者
を
は
じ
め
農
村
社
会
を
取
り
巻
く

環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
農

政
の
果
た
す
べ
き
役
割
、
求
め
ら
れ
る
も

の
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
重
大
な
職
責
を
与
え
ら
れ

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
日
々
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。


